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右からピフラ・ヴァーナネン氏、
マテウス・ツエルウィンスキ氏の両氏

トム・ノーウォーク・ビジット・シアトル代表取締役＆CEO（写真中央）と
中村理事長（右）

野球だけでないシアトルの魅力を紹介
シアトル・ワシントン州　4月23日（火）
トム・ノーウォーク・ビジット・シアトル代表取締役＆CEO
シアトル･ワシントン州の観光素材を紹介。「ワシントン州
はワイン、料理、地元ビールツアーなどで人気が高く、これ
らに加え野球でご存知のシアトルは、オーロラクルーズの
発着地としても知られています。今年、航空座席供給は
約8%多くなるので、日本からの観光拡大を期待していま
す」。懇談した中村理事長は、「ワシントン州の観光素材は
日本ではよく知られていないので、今後ブランドづくりに努
めていけば、認知度が上がり、観光客も増えるでしょう。ま
た、シニアー層に向けたPR活動も観光拡大に良い影響を
与えるでしょう」と話しました。

包括旅行チャーター卸売が解禁　5月16日以降の申請分から適用に
「本邦を発着する国際チャーター便の運航について」の一部が5月16日付で改正され、包括旅行チャーターにおける包括
旅行商品用の座席（ユニット用座席を含む）の卸売販売が解禁されました。この改正は、5月16日以降に申請されたチャー
ター便から適用されています。
　これにより、包括旅行チャーターにおいて、用機者に加え用機者と直接契約した第一種旅行業者も包括旅行商品の販
売が可能となりました。今まで、旅行会社によっては用機者となった場合の在庫リスクを負担できないため、包括旅行チャー
ターが成立せず、結果的に、旅行需要を満たすことができないケースも生じていましたが、今回の座席卸販売による包括旅
行チャーターの活用促進を通じて、旅行需要の拡大や観光の振興が図られるものと期待されています。
　また、今後期待される新規チャーター商品造成に際し、チャーター成立のための諸条件を確認するためのガイドラインと
して「国際航空チャーター条件確認書」を作成し、JATAホームページのチャーターコーナーに掲載しましたので、お役立て
ください。

「暮らすように旅する」をコンセプトに商品開発
バルト海沿岸地域　5月16日（木）
ONE BSRのピフラ・ヴァーナネン氏（ヘルシンキ市観光局）と
マテウシュ・チェルウィンスキ氏（ワルシャワ市観光局）
中村理事長と懇談。「ONE BSRは、日本マーケットにバルト
海沿岸地域を観光デスティネーションとしてプロモーション
するEUのプロジェクトで、EUの資金提供によって設立され
ました。主なターゲットは日本の旅行業界。リガ、ワルシャワ、
ヘルシンキの3都市が中心になり、『暮らすように旅する』 を
コンセプトに、観光客自身が地元の人のようなライフスタイル
を体験できる新しい商品を開発、プロモーションしていきま
す」。これに対し「バルト海沿岸地域の認知度を高めるのが
一つのチャレンジだと思います。旅行会社を対象に、研修旅
行やセミナーを行うなど、旅行業界との関係強化が重要」と
中村理事長。

要人往来
ONE BSRのお2人が話すように、海外旅行
も今や「暮らすように旅する」時代なのかもしれ
ません。日本ではあまり知られていないバルト海
沿岸地域ですが、本当に暮らしたくなるような歴
史ある美しい町が多いと聞きます。今後の業界
とのプロモーションに期待しましょう。
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